
 

 

                                  羽咋消防署 

 

木造建築物密集地域で戸別訪問を実施 

 

 木造建築物密集地域で戸別訪問を行いました。飲食店等が建ち並び、周囲に木造住宅

が密集しているパセオ通り商店街及び羽咋市駅前通り商店街の住宅や店舗 46件を訪問

し、火災予防に関するチラシの配布や消火器の取扱訓練を行いました。本地域は平成 28

年に５棟を焼く火災が発生しています。近隣住民の方は、「当時、とても恐怖を感じた

ことを今でも覚えている。その火災を教訓に自宅の火災予防を徹底している。」と話し

てくれて、地域の方々の防火意識の高さを実感しました。 

  

【実施日時】 

令和５年３月７日（火）10時から 12時まで 

     

【実施場所】 

パセオ通り商店街(旭町)及び羽咋市駅前通り商店街(川原町)を中心とした各住宅及び店舗 

 

【実施風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1972 – 2022 

組合消防発足 50周年 
－ 地域とともに未来へつなぐ － 


